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1. 序　　大学キャンパスには、ラーニングコモンズ等の

主に学生や教職員が多目的に利用するコモンスペース注１)

がみられる。こうしたコモンスペースが、講義室や研究室

等と多様な配列をなしたり、テラス等を介して外部空間ま

で連続することで、建物の公開性注２) が形成されていると

考えられる。こうした建物の特徴は、多様な利用者に供さ

れることや一団地に建つために外部空間と密接な関わりを

持つこと等から公開性を前提に計画される大学キャンパス

の建築に特有のものであり、「キャンパス建築」というビ

ルディングタイプの特徴として捉えることができると考え

られる。そこで本研究では、特に多目的に利用されるコモ

ンスペース (以下、多目的 CS) に着目し、その用途や規模、

接続する室の配列を検討することで、キャンパス建築の公

開性を明らかにすることを目的とする。

2.キャンパス建築における多目的コモンスペースと室配列

2.1 研究対象　　本研究では、コミュニケーションの場の

確保を提唱する「国立大学施設整備計画指針」が策定され

た 1994 年から 2016 年までに建設された全国の国公私立大

学の建物の内、主要な建物注３) を分析対象とする。例えば

分析例の建物 (図 1) は、1 階にエントランスにある吹き

抜けのラウンジ、2階に小規模なラウンジといった多目的

CSがみられる。こうした多目的 CSを分析対象の全建物で

抽出すると、612 スペースが該当した。

2.2 多目的コモンスペース　　多目的 CS には、様々な用

途や規模がみられる。まず、多目的 CS の用途を整理する

と (表 1)、ラーニングコモンズ等の主に教育の場で使用

されるものと、ラウンジ等の教育以外で使用されるものが

みられた。多目的 CS の規模は、比較的小規模な単室、広

室、吹抜け空間に分類すると (表 2)、単室が最も多くみ

られた（286/612 スペース）。廊下との接続については (表

3)、壁やガラス間仕切りを設けず、直接的に廊下と接続す

るものが約４割みられた（255/612 スペース）。また、多

目的 CS のアクセスは公開性にとって重要なため、建物の

エントランスに位置するものか（図 2）、通過動線となる

か行き止まりになるか（表 4）についても検討した。さら

に、キャンパス建築には、複数の多目的 CS が吹き抜け等

を介して連結され、一体となって公開される空間を形成す

るものがある。こうした複数連結された多目的 CSは、キャ

ンパス建築の公開性を高めていると考えられるため、その

構成を検討すると (表 5)、約半数の多目的 CSが連結され

る傾向があり（312/612 スペース）、特に上下階で連結さ

れるものが多くみられた（52/94 ユニット）。
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図2	 建物のｴﾝﾄﾗﾝｽに
　 　位置する
	 	 	 	 多目的ｺﾓﾝｽﾍﾟ-ｽ

(▲,157)
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　 　みられなかった。

教育研究空間特定用途ｺﾓﾝｽﾍﾟ-ｽ

研究室 実験室講義室図書室

(41) (287) (229) (15)

展示室

(10)

講堂
食堂
売店

(42) (42)

テラス
ピロティ

(203)

(t)

表7	 多目的ｺﾓﾝｽﾍﾟ-ｽに接続する
	 	 	 	 室及び外部空間

表8	 多目的ｺﾓﾝｽﾍﾟ-ｽの
	 	 	 	 透過性(889ｽﾍﾟ-ｽ)

広場

多目的ｺﾓﾝｽﾍﾟ-ｽの連結(表6)
:上下階連結

N

廊下に接続(接)

廊下

廊下全体(包)

(139) (255) (218)

表3	 廊下との接続
室(室) 廊下の一部

(612ｽﾍﾟ-ｽ) 表4	 多目的ｺﾓﾝｽﾍﾟ-ｽの動線 (612ｽﾍﾟ-ｽ)

行き止まり

(569)

通過動線(↑)

(43)

単体
ｺﾓﾝｽﾍﾟ-ｽ
連結
ｺﾓﾝｽﾍﾟ-ｽ

114125 29 17 5 3 6

7 21 13 16 9 9 12 1

1

6

6〜15
接続数

該当数 0 1 2 3 4 5 7317〜4716

0

0 0

間仕切り
なし

•･･

(b) (d) (h) (g) (c) (l) (f)

ラーニング
コモンズ(コ)

グループ
学習室(学)

(152)

教育用途以外

(496)

教育用途

ロビー(ロ)

ラウンジ(ラ)

ホワイエ(ホ)

透過性あり

ガラス 壁なし('')

敷地境界
ラウンジ

食堂
(特定用途CS)

ラウンジ

テラス
(外部空間)

売店

ラウンジ

テラス

ラウンジ

用途(表1)：ラウンジ

規模(表2)：単室

廊下との接続(表3)：廊下に接続

No26-1-2

規模(表2)：吹抜け空間

廊下との接続(表3)：廊下全体

接続する室・外部空間(表7)
：食堂売店、テラス

用途(表1)：ラウンジ

No26-1-1

売店
(特定用途CS)

多目的CS(*)
他の室	 	 (')

日本建築学会大会学術講演梗概集 

（中国） 2017 年 8 月 

 

―45―

7018 選抜梗概



2.3　多目的コモンスペースを中心とする室配列　　多目

的 CS には、様々な用途の室や、テラス等の外部空間と接

続されるものがみられる。まず、多目的 CS と接続する室

及び外部空間のスペース数を検討したところ（表 6）、単

体の多目的 CS では、1室と繋がるものが多く、多目的 CS

が複数連結されると、複数の室と繋がるものも多くみられ

た。接続する室及び外部空間は、多目的 CS 内での交流や

活動等を誘発することから、その用途を検討すると(表7)、

講義室や研究室の教育研究空間が最も多く、次いでテラス

やピロティ等の外部空間がみられ、さらに図書室などの特

定用途のコモンスペース（以下、特定用途 CS）と繋がる

ものもみられた。また、アクティビティの可視化を検討す

るため、多目的 CSの透過性を検討した (表 8)。

3．多目的コモンスペースの構成　　　前章で検討した多

目的 CS の用途や規模、接続する室の配列を重ね合わせる

ことで、多目的 CS の構成を検討した (表 9)。ここでは、

多目的 CS の公開性を捉えるため、接続する室の属性（表

9、縦軸）と共に、多目的 CSが単体であるか、複数連結さ

れるかという観点で整理した（表 9、横軸）。

　まず、単体の多目的 CS について整理する。室と接続し

ない構成（構成パタン A-1、A-2）が多目的 CSにおいて最

も多くみられたものであり、このうち、A-1 はラウンジ等

の単室が廊下と直接繋がるもので、大開口をもつものが多

くみられた。A-2 はラウンジやラーニングコモンズ等の広

室で、大開口をもつ傾向がみられた。これらは単独で公開

される多目的 CS であるのに対し、講義室等の室と接続す

る構成（B-1、B-2、C）がみられる。このうち、B-1 はラ

ウンジ等の単室が講義室と繋がるもの、B-2 は廊下全体が

ホワイエとなる広室が複数の講義室等と繋がるもので、大

開口をもつ傾向がみられた。C はグループ学習室等の単室

がガラス間仕切りを介して図書室と繋がるものである。さ

らに、テラス等の外部空間と接続する構成（D、E-1、E-2、F）
がみられる。D は廊下と直接繋がるラウンジ等の単室のも

のである。E-1、E-2、F は、建物のエントランスに位置す

るもので、E-1 はラウンジやラーニングコモンズ等の単室、

E-2 は廊下全体がエントランスロビーとなる広室、F は講

堂等の特定用途 CS と繋がるホワイエ等の広室のものであ

る。これらは、多目的 CS がテラス等の外部空間と連続し

て公開されるという共通する性格をもっている。

　次に、多目的 CS が複数連結されたものについて整理す

る。ここでは、室や外部空間と繋がり、かつ多目的 CS が

建物のエントランスに位置する構成（G、H、I-1、I-2）が

みられる。このうち、G はテラスのみと繋がるもので、吹

き抜け空間のロビーと、単室のラウンジが吹き抜けを介し

て上下階で連結されるものである。これに対して、H は多

目的 CSが講義室等の教育研究空間と繋がるもの、I-1 は食

堂売店等の特定用途 CS と繋がるもの、I-2 は特定用途 CS

と教育研究空間の両者が繋がり、複数の多目的 CS が同一

階かつ上下階で連結するもので、通過動線をもつ傾向がみ

られた。これらは、連結される多目的 CS がテラス等の外

部空間と連続し、さらに立体的に建物のエントランスが公

開されるものといえる。

　以上より、多目的 CS は、室と接続しない単独公開、接

続する室との一体的な公開、テラス等の外部空間との連続

的な公開、連結された多目的 CS による、外部空間との連

続を含めた立体的なエントランスの公開といった多目的

CSを中心とする室配列の特徴を見出した。

4. 多目的コモンスペースをもつキャンパス建築の構成　

前章で検討した多目的 CS の構成をもとに、キャンパス建

築でのそれらの組み合わせを検討し、さらにキャンパス内

の公開要素 (表 10) や、多目的 CSの建物立面への表出 (表

11) を併せて検討することで、共通する傾向をもつ類型①
〜⑪を導き出した (表 12、図 3)。

　単体の多目的 CSを建物内に一つもつもの（類型①）は、

テラスや講堂等の特定用途 CS と繋がるもの (F) をもつも

のである。これに対し、連結された多目的 CS を一つもつ

もの（②、③ -1、③ -2）がみられ、②はテラス等と繋が

るもの (G)、③ -1は外部空間や特定用途 CSと繋がるもの

(I-1)、③ -2は外部空間や特定用途 CS、教育研究空間と繋

がるもの (I-2) をもつものである。以上の類型は、建物内

に多目的 CS を一つもつもので、テラスを介してキャンパ

ス内の広場等と隣接するものが多く、建物の立面に多目的

CSが表出する傾向がみられた。

　また、単体の多目的 CSを複数もつもの（④ -1〜⑦）が

みられ、このうち、④ -1は室と接続しない多目的 CS(A)
を複数もち、④ -2は同様の多目的 CS(A) を複数と、外部

空間と繋がるもの (D) をもつ、⑤は教育研究空間と繋が

るもの（B) を複数もつ、⑥は特定用途 CS と繋がるもの

(C) を複数もつものである。⑦は建物のエントランスに位

置して、テラスと繋がる多目的 CS(E) を複数もつもので、

広場と隣接するものが多く、多方向から建物にアクセスで

きる傾向がみられた。これらに対して、建物内に連結され

た多目的 CSと、単体の多目的 CSをもつもの（⑧〜⑪）が

みられ、このうち、⑧は外部空間と繋がる連結の多目的

CS(G) と、室と接続しない単体のもの (A) をもつ、⑨は

外部空間や教育研究空間と繋がる連結のもの (H) と、単

体のもの (A) をもつ、⑩は外部空間や特定用途 CS と繋が

る連結のもの (I-1) と、単体のもの (A) をもつ、⑪は外部

空間と特定用途CS、教育研究空間と繋がる連結のもの(I-2)
と、テラスと繋がる単体のもの (D)、さらに室と接続しな

い単体のもの (A) を併せもつものである。⑩、⑪は連結

された多目的 CSが建物の立面に表出する傾向がみられた。

これらの類型は、建物内に多目的 CS を複数もつものであ

る。

　以上の類型を整理すると (図 3)、キャンパス建築には、

建物内に多目的 CS を一つもち、他の室と接続しながら、

―46―



9-3	 単ラ接*

129-1	 広コ包　 t'

31-2	 広ロ包　 t'

118-1	 

121-2	 

C

D

F

(32)

(17)

64-2	 広ラ包　 	 t'h'	 c

他11例

他9例

120-2	 広コ室*
91-2	 広学接*

104-2	 広コ室

111-2	 広コ接*

95-3	 広学室*

他88例

広室
ラウンジ

エントランスなし

教
育
研
究
空
間
の
み

+

単体の多目的コモンスペース

外
部
空
間
の
接
続
あ
り

複数連結された多目的コモンスペース

外
部
空
間
の
接
続
な
し

接
続
な
し

教
育
研
究
空
間
の
み

室
の
接
続
な
し

特
定
用
途
コ
モ
ン
ス
ペ

ス
含
む

ー

エントランスあり▲
室の
属性

注)	 表中の記号は表1〜8、図2に準ずる。

(300ｽﾍﾟ-ｽ94ユニット)
(300) (94)

特
定
用
途
コ
モ
ン
ス
ペ

ス
含
む

ー

エントランスなし エントランスあり▲

A

E
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117-3	 	 単ラ接	 t'

127-1	 広ラ包　*t'h

105-1	 広ラ包　 	 t'h'

46-1	 広ラ包　 *t'h

15-1	 広ラ包　 	 t'h	 	 c'

119-1	 広ラ包　 t'

101-2	 単コ室t'

	 115-1	 広コ室	 	 吹ラ包↑*t'd'	 	 	 	 	 広ラ包*	 	 2c
	 	 	 	 	 	 	 単ラ包	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 広ラ包*	 	 2c
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 広ラ包*	 	 2c
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 広ラ包*	 

	 	 47-1	 広コ室	 	 吹ラ包↑*	 	 h'3l'	 	 単ラ接	 t'

122-1	 吹ラ包　 	 t'hg'=	 広ラ包t'h

	 26-1	 吹ラ包	 	 *t'2d'=	 単ラ接*
	 35-1	 吹ラ包	 	 	 t'd"	 =	 広ラ包	 	 d'

(9)他4例

(3)

54-2

29-1	 

69-1

	 13-1

	 80-1	 

106-1	 

	 68-2	 

No.45	 立正大学/
	 	 	 	 	 	 総合学術ｾﾝﾀ-

No.125	 龍谷大学/和顔館

No.91	 東京工業大学/附属図書館

No.78	 東京工業大学/G3棟ﾚﾄﾛﾌｨｯﾄ

No.105	 岡山大学/Junko	 Fukutake	 Hall

(76)(18)(69)(231)

	 	 3-2

	 	 7-1

	 32-1

(121)

(52)

(42)

(98)

(28)

(53)

(94)

(179)

No.100	 新潟大学/中央図書館

大開口

大開口

B (42)他2例

大開口

ガラス
間仕切り

ガラス

ガラス

ガラス

テラス

吹抜け
ラウンジ

広室
ラウンジ

同
一
階
上
下
階
連
結

広室
コモンズ

吹抜け
ラウンジ

広室
ラウンジ

上
下
階
連
結

テラス

吹抜け
ラウンジ

広室
ラウンジ

上
下
階
連
結

講義室

ガラス

講堂又は食堂

テラス

講義室

食堂
又は
講堂

通過
動線

(9)他9例

接続する
室や

外部空間

d

通過
動線

多目的CSの
透過性

多目的CSと
廊下の関係

多目的CSの
用途

多目的CSの
規模

<凡例>

26-1

資料
NO.

吹 ↑*包ラ

外部との連続を含めた
エントランスの立体的な公開

学習室

ラウンジ

講義室

ラウンジ 廊下

図書室

テラス

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾛﾋﾞ-

テラス

ホワイエ

講堂

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾛﾋﾞ-

ﾗｳﾝｼﾞ

ガラステラス

吹抜け
ロビー

単室
ラウンジ上

下
階
連
結

106-6	 広コ包*2F'

67-2	 広ラ包　 t'

*

↑

*

	 40-1	 単コ室t'

	 98-2	 単ラ接t'

88-2	 単ラ接	 C

103-1	 単ロ包	 C

48-3	 単コ室*b'
48-4	 単コ室*b'

58-3	 単ラ接*h

14-3	 単学室	 b'

14-1	 単学室	 b'
14-2	 単学室	 b'

70-2	 単学室	 b'

33-2	 単ラ包	 b'

	 33-3	 単ラ接	 t'
	 28-4	 単ロ接	 t'
	 	 9-4	 単ホ接	 t'

	 40-2	 単学室*t'
	 45-4	 単ロ包	 t'

	 62-2	 単ラ接*t'

	 	 	 9-1	 	 	 	 	 	 	 	 	 吹ラ包↑*t'h	 	 	 	 	 	 広ラ包*	 	 2c

	 18-2	 吹ラ包	 t'13c　 広ラ　 包　 6c
	 19-3	 吹ラ包	 t'13c	 	 広ラ　 包　 6c

	 	 5-1	 吹ラ包*t'	 	 	 	 	 単ラ　 包　 4c
=
=

=

=

=

↑
↑

*
*
*
*

*

t'
t'

	 89-1	 吹ラ包*t'4c'	 	 単ラ　接　 2c'	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 単ラ　 接　 c'	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 単ラ　 接　 2c'
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 広ラコ接　 c'	 	 	 	 	 

	 87-1	 吹ラ包　 t'	 
	 	 	 	 	 	 吹ラ接	 	 t'

	 67-1	 吹ラ包　 t'
126-1	 吹ラ接　 t'

	 20-2	 吹ロ接　 t'
	 23-1	 吹ロ包　t'
	 25-1	 吹ロ包	 	 	 　

	 34-1	 吹ラ接　 t'
	 	 	 	 	 	 吹ラ接　 t'	 
	 	 	 	 	 	 吹ラ接　 t'

	 64-1	 吹ロ包　 t'

*

↑
*

*
*

=

=

=
=
=
=
=
=

=
=
=
=

単ラ接*
単ラ接*

単ロ包*

単ラ接*t'
単ロ接*

単ラ包t'

単ラ接t'
単ラ接	 

単ラ接*

114-1	 吹ラ包	 t'3C	 	 	 広ラ　 包　 2c'	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 広ラ　 包	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 広ラ　 包　 cl	 -	 単ラ接
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 広ラ　 包　 2c	 	 	 	 	 

外部との
連続的な公開

接続する室との
一体的な公開

-

-

=
=
=
=

	 12-1	 吹ロ包　 t'

　単ラ接t'
	 	 単ラ接	 	 	 	 
	 	 単ラ接t'	 	 	 	 

(表2)
(表7)

(表1) (表3) (表8) (表4)
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①

広場 F

③-1

広場
門 I-1

類型外(9)

④-1

A+A

表12	 多目的ｺﾓﾝｽﾍﾟ-ｽの組合せからみた
	 	 	 	 	 ｷｬﾝﾊﾟｽ建築の構成

図3	 キャンパス建築の公開性

(131建物)

注)	 図中の記号は、表10,11に準ずる。破線は建物の外形を示す。

ｷｬﾝﾊﾟｽ内の公開要素なし ｷｬﾝﾊﾟｽ内の公開要素あり

②

広場

ｷｬﾝﾊﾟｽ
ﾓ-ﾙ

G

③-2

広場
門 I-2

⑤

B+B

④-2

A+A+D

内部
外部
接続

⑦

広場 E+E

⑨

広場 H

A+A⑧

広場 G

A

接続
なし

内部
のみ
接続

内部
外部
接続

広　門 全2

10
71
35
111

[1] 1 全2

[2] 1

[1] [4] 1 　 　門 全2
[3] 1 広　門 全2

1[1]

[2]

広　門 部

広　門

広

広

全1

全1

広　門

全2広モ

1
1
1
1
1

全2
広モ

広
1

部広モ

広モ

部

広　門

1
1
1
1
1

広モ

NO.

15
42
54
77

34
87
128
39
52
60

2
3
38
47
83

41
24
73

44
50
102
45

7
11
113
106
70
14
48
72
99

6

101
31
98
28
90
92
107
21
126
18
19
5
108
88

76
100
26
32

15

105

1

全2

広　門

広

広

1
1
1
1
1

1
1
1

7
2
4
2
2

1
2
[2]

3
[3]
3

3[1]
[4]

1[2]

1

連結の多目的CS単体の多目的CS
G H I-1 I-2A B C D E F

[2]
[3]
2[4]
1[1]

[2] [1]
[3] [1]
[4] [1]

[2]
[2]
[2]
[2]

[1]
[1] [1] 1

1

[1]

1
1

[6]
[1] [1]

[2]

[1]
[1]
[1]

[1]

1
1
11

1
1
1
1
1

[6]
[6]
1[3]

2[1] 1

[2] [1] 1

周辺
環境

広モ

広モ

広　門

広モ

広モ門

　 　門

広
広　門

　 　門

　 　門

広

広

広モ門
広
広

　モ

①
類型

③-1

③-2

④-1

④-2

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

②

全1

広

部
全2

部

部
全1

全1

全1
部
全1
全1
部

部
部
部
全1

部

部
全1

部
部
部
部
部

全1
全2
全2
部
部
部
部
部
部

部
全1
全1

部
部

全2
全2

全1

広1

表出

他(3)

他(2)

他(3)

類型外(19)

他(2)

特定利用CS

F

G

特定利用CS

特定利用CS

I-2

接続なし

A複数

A複数+D
外部

B複数

教育研究

C複数

特定利用CS

D複数

外部

G+A

H+A

I-1+A

教育研究

特定利用CS

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

I-1

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

(8)

(5)

(7)

(5)

(7)

(6)

(4)

(5)

(5)

(4)

(5)

教育研究

外部

外部

外部

外部

外部

外部

外部

広　門
　 　門 全2

全2

1[2][1]

[2]

広　門

33
125
9
8
62

類型外(30)

注)	 表中の記号は、表10,11に準じ、数字は該当する多目的ｺﾓﾝｽﾍﾟ-ｽの数を示す。
	 	 	 	 上層階に配置されるものは[	 ]にて示す。

　　

1
1

1
1

11
[1]
[3]

[1]
[1]

[1]
6
[1]

[4]
　モ

広

⑪全2

部
部

I-2+D

特定利用CS

ｴﾝﾄﾗﾝｽ
教育研究

(7)

(5)

他(3)

外部

単
体
の
多
目
的
CS

連
結
さ
れ
た
多
目
的
CS

単
体
の
多
目
的
CS

連
結
さ
れ
た
多
目
的
CS
+
単
体
の
多
目
的
CS

多
目
的
コ
モ
ン
ス
ペ

ス
一
つ

ー

多
目
的
コ
モ
ン
ス
ペ

ス
複
数

ー

CSの組合せ

<凡例>

：多目的ｺﾓﾝｽﾍﾟ-ｽ

：特定用途ｺﾓﾝｽﾍﾟ-ｽ

：教育研究空間

：外部空間

表11	 多目的ｺﾓﾝｽﾍﾟ-ｽの建物立面への表出

全面(全) 部分(部)

(59) (70)

(131建物)

全2全1

公開要素

多
目
的
コ
モ
ン
ス
ペ

ス
複
数

ー

多
目
的
コ
モ
ン
ス
ペ

ス
一
つ

ー

キャンパス
モール(モ)

表10	 ｷｬﾝﾊﾟｽ内の公開要素

広場(広) 門(門)

(61) (24) (38)

(131建物)

No.100	 新潟大学/
	 	 	 	 	 	 	 中央図書館

No.47	 東京大学/柏図書館No.87	 芝浦工業大学/
	 	 	 	 	 	 2号館

No.105	 岡山大学/	 
	 	 	 	 	 	 	 Junko	 Fukutake	 Hall

No.24	 愛知淑徳大学	 8号館

No.11	 福岡大学/
	 	 	 	 	 	 A棟

No.72	 神田外語大学/
	 	 	 	 	 	 7号館

No.98	 工学院大学/
	 	 	 	 	 	 125周年総合教育棟

No.108	 同志社大学/
	 	 	 	 	 	 	 良心館

No.50	 公立はこだて未来大学/
	 　 	 	 	 研究棟

⑥

C+C

⑩

門 I-1

A

No.62	 日本工業大学/
	 	 	 	 　百年記念館

No.95	 千葉大学/
	 	 	 	 　 アカデミックリンク

⑪

広場
門

I-2

D
A

多目的CSが建物の立面全面へ表出

No.92	 近畿大学/
	 	 	 	 	 	 39号館

多目的CSが建物の立面全面へ表出

*      株式会社 長谷工コーポレーション

**  宇都宮大学地域デザイン科学部 准教授・博士 (工学 ）

***株式会社 坂倉建築研究所

*     Haseko Corporation
**   Assoc. Prof., Faculty of Regional Design., Utsunomiya University, Dr.Eng.
*** Sakakura Associates

連結された多目的 CS により、外部空間と連続しながら立

体的に建物のエントランスが公開されるものといった多目

的 CS を中心とする室配列の特徴を見出した。また、キャ

ンパス建築は、多目的 CS が広場まで連続することで階層

的に公開されるものや、他の室と接続することで建物内部

が公開されるもの、地上階では階層的に公開され、上層階

では内部で公開されるという複合的なものといった公開性

が形成されていることを明らかにした。

注
１）  コモンスペースとは、学生や教職員の様々な活動に対応し、多数の者が交

流や情報交換を行うことの出来る空間をさす。通常の廊下の幅員以上のラ
ウンジやホワイエは交流等の活動が行われると考え、これに含めている。

２）公開とは、一般に誰でもが同じに利用できる状態にすること、公衆に開放
　　することをさす（広辞苑 /岩波書店）。本研究では、学内の学生や教職員を
　　中心に異なる学部や学科を横断して利用できる建物の状態とともに、学外
　　の公衆に開放される建物の状態を意味している。
３）  本研究では、1994 年から 2016 年までの「新建築」に掲載された 124 建物、

および文部科学省の「国立大学等の特色ある施設」の創刊された 2013 年から
2015 年に掲載され、図面が読み取れる 7建物の計 131 建物を資料とした。

周囲の広場にまで連続することで、階層的な公開性が形成

されるもの（①、②、③ -1、③ -2）と、多目的 CSを複数

もち、他の室と接続することで建物内部の公開性が形成さ

れるもの（④ -1、④ -2、⑤、⑥）があり、さらに地上階

では広場と連続して階層的に公開され、上層階では他の室

と接続して内部を公開されるという両者を組み合わせた複

合的な構成が形成されるもの（⑦、⑧、⑨、⑩、⑪）といっ

た共通する性格で捉えられることが分かった。また、広場

や門等と隣接するキャンパス建築は、多目的 CS が建物の

立面に表出する傾向がみられた（①、②、③ -1、③ -2、⑩、

⑪）。

5．結　　キャンパス建築における多目的 CSの構成を、室

配列から検討した。その結果、多目的 CS は、室と接続せ

ずに単独で公開されるもの、接続する室と一体的に公開さ

れるもの、テラス等の外部空間と連続して公開されるもの、
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